
赤
米
と
さ
つ
ま
い
も

　
昔
々
あ
る
と
こ
ろ
に
、
金
持
ち
と
貧
乏
人
と
が
隣
あ
わ
せ
に
住

ん
で
い
た
。
あ
る
と
き
金
持
ち
の
家
の
小
豆
が
盗
ま
れ
た
。
金
持

ち
の
家
で
は
て
っ
き
り
隣
の
貧
乏
人
の
仕
業
と
思
っ
て
、
遊
び
に

来
た
そ
の
子
供
に
、
昨
晩
は
何
を
食
っ
た
か
と
た
ず
ね
た
。
子
供

は
赤
飯
を
食
っ
た
と
答
え
た
。
金
持
ち
は
、
盗
ん
だ
小
豆
で
赤
飯

を
炊
い
た
の
だ
ろ
う
と
、
貧
乏
人
の
方
に
盗
み
を
い
い
か
け
た
。

　
貧
乏
人
の
方
で
は
身
に
覚
え
が
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
子
供
が
食
っ

た
と
い
わ
れ
る
の
で
口
惜
し
く
て
、
そ
れ
で
は
子
供
の
腹
を
さ
い

て
見
し
ょ
う
と
い
っ
た
。
金
持
ち
の
方
で
も
そ
れ
ほ
ど
い
い
張
る

な
ら
、
さ
い
て
み
ろ
と
い
っ
た
。

　
貧
乏
人
の
方
で
は
仕
方
な
く
か
わ
い
い
自
分
の
子
の
腹
を
さ
い

て
見
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
親
は
泣
き
な
が
ら
子
供
の
腹
を

さ
い
た
が
小
豆
は
一
粒
も
出
ず
そ
の
代
わ
り
に
赤
米
が
出
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
こ
こ
で
は
赤
米
（
大
唐
米
）
を
つ
く
ら
な
く
な
っ

た
。
（
岡
山
県
児
島
郡
）

入
　
江
　
秀
　
利

赤
飯
と
赤
米

　
赤
米
（
民
俗
学
で
は
ア
カ
ゴ
メ
、
農
学
で
は
ア
カ
マ
イ
）
は
、

大
（
太
）
唐
米
と
か
唐
法
師
（
ト
ボ
シ
）
と
い
い
、
玄
米
の
種
皮

の
部
分
に
赤
色
系
色
素
を
含
ん
だ
米
と
さ
れ
て
い
る
。
米
の
野
性

種
は
赤
米
で
あ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　
大
唐
米
は
真
米
に
比
べ
て
、
稲
の
丈
は
普
通
の
米
よ
り
も
長
く

ニ
メ
ー
ト
ル
近
く
な
り
、
茎
は
や
わ
ら
か
く
て
折
れ
や
す
い
。
粳

で
あ
る
が
、
籾
は
赤
味
を
帯
び
、
芒
も
赤
く
て
長
く
、
七
セ
ン
チ

余
り
に
お
よ
ぶ
。
炊
き
方
は
ふ
つ
う
で
あ
る
が
、
冷
え
て
し
ま
う

と
粘
り
が
な
く
な
り
味
も
ま
ず
い
と
い
わ
れ
る
。

　
わ
が
国
の
赤
米
は
、
ほ
ぼ
中
世
を
境
に
し
て
そ
れ
以
前
の
第
一

期
渡
来
赤
米
、
そ
れ
以
後
の
第
二
期
渡
来
赤
米
の
二
股
の
流
れ
が

あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
最
終
的
に
は
白
米
に
置
き
か
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
さ
き
に
あ
げ
た
昔
話
は
、
赤
米
は
貧
し
い
百
姓
が
食
べ
る
も
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の
と
銭
視
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
古
代
、
わ
が
国
に
渡
来
し
た
米

は
紛
れ
も
な
く
赤
米
で
、
そ
の
た
め
、
後
の
農
業
信
仰
の
う
え
で

神
聖
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
各
地
に
伝
わ
る
赤
米
儀
礼
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
祝
い
ご
と
に
小
豆
飯
の
赤
飯
を
炊
き
神
に
供
え

る
の
は
、
む
か
し
神
饌
と
し
て
神
に
供
え
た
赤
米
飯
の
名
残
で
あ

る
。

　
近
世
の
社
会
が
都
市
を
中
心
と
い
た
米
消
費
の
生
活
に
発
展
す

る
と
、
美
味
な
白
米
（
真
米
）
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
領
主
も
年
貢
米
か
ら
赤
米
を
排
除
す
る
よ
う
に
な
り
、
赤

米
は
百
姓
の
夫
食
と
な
り
、
赤
米
銭
視
の
傾
向
が
強
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。

別
府
の
赤
米

　
亨
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
「
御
預
所
御
取
箇
書
類
」
の
年
貢

割
付
書
か
ら
、
横
灘
各
村
の
赤
米
と
真
米
の
上
納
高
を
表
に
す
る

と
下
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
横
灘
十
七
村
の
内
で
赤
米
を
栽
培
し

な
い
村
は
小
坂
村
と
立
石
村
の
二
村
に
す
ぎ
な
い
。

　
亨
和
三
年
は
、
田
地
毛
付
高
に
対
す
る
免
（
税
率
）
は
貢
米
田

も
赤
米
田
も
同
一
で
あ
る
か
ら
、
各
村
で
の
貢
米
・
赤
米
の
上
納

田
野
口
村

浜

脇

村

別

府

村

朝

見

村

南
石

垣
村

中石

垣
村

北
石
垣
村

平

田

村

亀

川

村

南

鉄
輪
村

北
鉄
輪
村

野

田

村

内

堰
門
村

古

市

村

小

池

村

村

一

一

一

五

　1.
々

七

一
八
一一

丸

四

五

四

一一一

〇

四

一

六
七

四

九

五

一
七

五

九
否一

一
一一〇

六

九

〇

一四

七

四

七

九

六

八

〇

一

九

一

四

六四

九

七

五

五
一
一
一一

八

四

七
〇

七

六
否一

一
一
四

九

五

一一

一
=一
四

工

々

四

五

一
八

九

六

六

　真

石米

斗

升

合

－－
一五

－－一

五

四

一
一〇

－一一

〇

六

一
七

－一一

九

八

五

一
一一五

六

五

九

六

九
こ

一
こ
一

五

八八

九

一

五

一
一
五

一
一一

一
一一

一
一

八

八

四

1.々

七

－一一

一
一四

七

八

〇

五
七

一一一

六

五

一－
一六

八

九

－一

六

五

九

一

一一一

一
〇四

四

五

四

四

一－
一
圭々

八

四

一

八

〇

万
一

　赤

石米

斗

升

合

赤
米
を
栽
培
し
て
な
い
村
　
小
坂
村
・
立
石
村

－64－



高
を
比
べ
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
村
ご
と
に
免
（
年
貢
率
）
が

こ
と
な
る
の
で
村
対
村
の
比
較
は
出
来
な
い
が
、
一
村
ご
と
に
見

る
と
、
ほ
ぼ
同
率
に
近
い
村
を
含
め
る
と
、
真
米
に
対
し
て
赤
米

が
し
め
る
割
合
が
高
い
村
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
村

は
、
真
米
田
よ
り
も
赤
米
田
が
広
い
こ
と
に
な
る
。

　
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
巳
八
月
に
申
石
垣
村
が
高
松
役
所
に

差
出
し
た
「
差
上
申
一
札
之
事
」
に

一

太
唐
田
　
　
拾
六
町
弐
反
八
畝
歩

真
米
田
　
　
五
町
壱
反
六
畝
歩

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
中
石
垣
村
で
は
赤
米
田
が
真
米
田

の
三
倍
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
同
村
の
明
和
二
年
（
一
七
八
二
）
の
「
作
付
御
注
進
書
之
事
」

で
は
、

高
　
弐
百
拾
五
石
六
斗
九
升
四
合
七
勺

　
一
田
反
別
　
弐
拾
五
町
弐
反
七
畝
八
歩
半

此
訳

五
町
弐
反
壱
岐
壱
歩

弐
拾
町
六
畝
七
歩
半

真
米
早
田

赤
米
田

と
な
っ
て
お
り
、
赤
米
田
は
ま
す
ま
す
広
く
な
り
、
真
米
田
の
約

四
倍
の
広
さ
に
な
っ
て
い
る
。

　
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
南
石
垣
村
の
年
貢
割
付
書
を
見
る

と
、
真
米
田
高
四
拾
壱
石
六
斗
四
升
弐
合
に
対
し
て
赤
米
田
高
は

百
九
拾
六
石
六
斗
五
升
三
合
弐
勺
で
赤
米
田
高
が
真
米
田
高
の
約

四
・
七
倍
に
も
な
る
。

　
赤
米
は
、
早
熟
性
、
耐
早
耐
湿
性
、
耐
虫
害
性
に
す
ぐ
れ
、
渡

来
直
後
か
ら
農
民
に
歓
迎
さ
れ
、
中
世
で
は
西
国
で
、
近
世
に
な

る
と
九
州
・
中
国
・
四
国
方
面
で
圧
倒
的
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
赤
米
が
別
府
の
村
む
ら
で
栽
培
さ
れ
た
と
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
別
府
の
村
む
ら
で
赤
米
の
収
穫
が

真
米
を
大
き
く
上
回
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
前
に
あ
げ
た
表
の
中
で
、
赤
米
が
著
し
く
多
く
穫
れ
る
村
々
が

海
岸
に
而
し
て
い
る
村
に
集
中
し
て
い
る
。
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別
府
の
地
形
は
西
高
東
低
で
、
大
部
分
が
扇
状
地
で
あ
る
。
そ

の
扇
状
地
は
な
だ
ら
か
な
傾
斜
で
海
に
な
だ
れ
こ
ん
で
い
る
。
朝

見
川
、
境
川
（
伏
流
）
、
春
木
川
、
平
田
川
、
新
川
な
ど
の
清
川

は
、
い
ず
れ
も
下
流
に
湿
地
を
も
ち
、
そ
こ
で
作
ら
れ
る
田
地
は

ほ
と
ん
ど
が
湿
田
が
で
あ
っ
た
。
本
年
貢
の
租
米
と
し
て
上
納
さ

れ
る
真
米
は
、
潅
漑
が
ゆ
き
と
ど
き
地
味
の
肥
え
た
水
田
に
栽
培

さ
れ
る
の
で
、
と
く
に
三
石
垣
の
村
む
ら
で
は
、
旧
国
道
に
そ
っ

て
点
在
す
る
扇
状
地
の
湧
水
（
出
水
＝
デ
ミ
）
を
潅
漑
し
て
真
米

田
を
作
り
、
鉄
道
付
近
よ
り
下
手
の
水
は
け
の
悪
い
湿
田
に
赤
米

を
栽
培
し
て
い
た
。

　
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
午
二
月
中
石
垣
村
の
「
奉
差
上
御
定

免
願
書
之
事
」
に
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

「
・
：
殊
に
当
村
之
儀
は
沼
田
に
て
大
唐
稲
勝
手
に
作
り
申
し
候
に

　
付
　
熟
し
候
て
は
刈
取
五
日
と
は
あ
い
待
ち
難
く
　
悉
く
腐
り

　
申
し
候
な
る
場
所
に
御
座
候
・
：
」

　
こ
の
よ
う
な
湿
田
に
は
赤
米
の
耐
湿
性
を
、
内
竜
門
村
や
野
田

村
の
よ
う
な
潅
漑
に
乏
し
い
高
地
の
村
で
は
耐
旱
性
が
生
か
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

石
代
銀
納
の
赤
米

　
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
赤
米
は
ね
ば
り
気
が
な
く
昧
も
粗
悪

で
商
品
価
値
が
劣
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

の
記
録
で
は
、
貢
米
一
石
あ
た
り
銀
九
六
匁
六
分
に
対
し
て
、
赤

米
は
、
ほ
ぼ
四
割
安
の
三
九
匁
三
分
で
、
大
豆
の
六
七
匁
九
分
よ

り
安
値
で
あ
っ
た
。
貢
米
（
白
米
）
が
経
済
の
基
礎
で
あ
っ
た
封

建
社
会
で
は
、
真
米
は
価
値
の
尺
度
と
な
っ
た
が
、
赤
米
は
単
な

る
商
品
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
領
主
は
価
値
の
低
い
赤
米
を
年
貢
米
と
し
て
上
納
す
る
こ
と
を

禁
じ
て
、
そ
の
時
の
相
場
値
段
に
に
応
じ
て
銀
で
上
納
さ
せ
た
。

享
保
年
間
に
書
か
れ
た
日
田
の
『
千
原
家
覚
書
』
に
「
豊
後
の
国
々

は
、
大
豆
は
残
ら
ず
皆
銀
納
、
赤
米
右
同
断
」
と
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
享
保
年
間
よ
り
す
で
に
石
代
銀
納
が
始
ま
っ
て
い
た
。
朝

見
村
の
年
貢
割
付
控
（
年
不
祥
）
に
は
、

一
高
　
六
捨
石
壱
斗
六
升
壱
合
三
勺

　
　
此
取
赤
米
　
三
捨
三
石
八
斗
壱
升
壱
合
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代
銀
　
九
百
九
拾
三
匁
三
厘

と
書
か
れ
て
い
る
。
朝
見
村
で
は
、
赤
米
田
を
耕
作
す
る
百
姓
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
高
に
よ
り
代
銀
九
百
九
拾
三
匁
三
厘
を
分
担
し

て
上
納
し
た
の
で
あ
る
。

　
赤
米
は
銀
代
納
で
あ
る
か
ら
、
米
そ
の
も
の
は
百
姓
の
手
に
残

る
の
で
、
百
姓
は
換
金
し
た
り
日
常
の
食
料
に
あ
て
た
。
真
米
に

比
べ
て
市
場
的
流
通
価
値
が
著
し
く
下
落
し
た
の
で
真
米
に
対
し

て
賎
視
さ
れ
た
が
、
民
衆
の
間
に
は
赤
米
を
神
聖
視
し
、
宗
教
儀

礼
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
作
物
と
し
て
の
民
俗
的
感
覚
は
消
え

去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
の
郷
土
に
は
、
祝
儀
に
赤
飯
を
炊
く
こ
と
以
外
に
、

御
供
田
に
赤
米
を
作
る
な
ど
神
事
に
行
な
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
儀

礼
や
、
民
間
伝
承
な
ど
が
残
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

享
保
の
薩
摩
芋
栽
培

　
薩
摩
芋
は
、
十
七
世
紀
半
ば
に
伝
来
し
た
外
来
種
で
あ
る
。
元

禄
年
間
に
は
、
薩
摩
や
長
崎
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に

西
日
本
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
と
く
に
飢
饉
の
時
、
救
荒
食
と
し
て
そ

の
真
価
を
発
揮
し
た
の
で
、
幕
府
（
徳
川
古
宗
）
は
、
食
料
政
策

と
し
て
薩
摩
芋
の
栽
培
を
奨
励
し
た
。
と
く
に
、
幕
府
領
に
は
各

代
宿
所
を
通
じ
て
直
接
に
指
導
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
は
、
稲
を
食
い
荒
ら
す
ウ
ン
カ
の

異
常
発
生
で
西
日
本
の
全
域
が
大
飢
饉
に
み
ま
わ
れ
た
。
別
府
も

例
外
で
は
な
か
っ
た
。
翌
享
保
十
八
年
に
別
府
の
村
む
ら
は
、
い

ち
早
く
高
松
役
所
（
当
時
日
田
代
官
所
の
出
先
）
に
薩
摩
芋
栽
培

を
願
い
出
た
。
中
石
垣
村
で
は
、
庄
屋
庄
左
衛
門
が
組
頭
五
名
と

と
も
に
次
の
よ
う
な
薩
摩
芋
栽
培
の
願
書
を
差
し
出
し
た
。

　
／
九
反
壱
畝
十
三
歩

右
は
薩
摩
芋
植
え
付
け
つ
か
ま
つ
り
た
き
分
相
改
め
書
付
差
し
上

げ
申
す
所
相
違
ご
ざ
な
く
候
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
速
見
郡
中
石
垣
村
庄
屋
　
庄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
組
頭
　
長
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
弥
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
久
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
巽
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
安
右
衛
門
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｛
’
｝
ド
レ
ヴ
Ｓ

　
中
石
垣
村
は
、
翌
享
保
十
九
年
に
、
さ
っ
そ
く
種
芋
を
受
け
取

り
九
反
壱
畝
十
三
歩
の
畑
地
に
栽
培
し
た
。
十
一
月
に
庄
屋
組
頭

よ
り
、
つ
る
が
茂
っ
た
だ
け
で
芋
に
は
な
ら
な
か
っ
た
分
も
あ
る

が
、
か
な
り
の
収
穫
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
を
し
て
い
る
。

　
　
覚
　
　
　
　
　
　
（
史
料
右
）

一
　
畑
反
別
　
九
反
弐
畝

　
　
　
此
種
薩
摩
芋
　
弐
石
四
斗

　
　
　
　
此
わ
け

　
　
七
斗
五
升
　
　
　
植
え
付
け
候
て
　
か
つ
ら
（
つ
る
）
し
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
は
い
ま
わ
り
候
え
と
も
　
食
料
に
相
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
候
様
な
る
根
芋
は
ご
ざ
な
く
候

　
　
壱
石
六
斗
五
升
　
芋
な
り
候
分

　
　
　
　
此
収
納
種
弐
石

右
の
通
り
相
改
め
書
き
上
げ
申
し
候
処
相
違
ご
ざ
な
く
候
　
当
村

之
儀
は
相
応
つ
か
ま
つ
り
候
様
植
え
付
け
候
て
は
腐
り
候
様
な
る

儀
は
一
向
に
ご
ざ
な
く
候
　
以
上

　
寅
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
垣

-

68



速
見
郡

北
石
垣

中
石
垣

享
保
二
十
年
の
伴
右
衛
門
の
報
告
で
は
、

庄
屋

組
頭

百
姓
代

　
差
上
一
札
之
事
　
（
史
料
左
）

一
薩
摩
芋
種
床
に
は
下
肥
・
馬
屋
肥
を
敷
き
植
申
し
候
　
か
つ
ら

　
　
（
つ
る
）
五
月
中
に
段
植
申
し
候
　
も
っ
と
も
か
つ
ら
芋
の
分

　
は
肥
は
つ
か
ま
つ
ら
ず
　
草
は
一
度
取
り
申
し
候

一
収
納
八
月
中
旬
頃
よ
り
段
々
大
根
（
芋
）
に
な
り
　
夫
食
た
べ

　
申
し
候

右
は
こ
の
度
薩
摩
芋
御
吟
味
に
付
き
書
付
差
し
上
げ
申
し
上
げ
候

　
　
享
保
二
十
年
卯
正
月

　
高
松
役
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伴
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

と
薩
摩
芋
栽
培
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

栽
培
三
年
に
し
て
か
な
り
手
の
内
に
入
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

畑
作
の
薩
摩
芋

　
別
府
の
地
形
は
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
全
域
が
扇

状
地
で
あ
る
。
潅
漑
の
不
便
な
こ
の
地
は
畑
作
地
で
あ
る
。
し
か

も
、
火
山
活
動
に
よ
る
火
山
灰
の
堆
積
は
、
耕
地
と
し
て
地
味
が

肥
え
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
逆
に
薩
摩
芋
栽
培
に
は
最
適
で
あ
っ

た
と
も
い
え
る
。

　
薩
摩
芋
は
救
荒
食
と
し
て
貯
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
日
常
の
夫
食
　
　
　
一

と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
薩
摩
芋
　
　
6
9

に
つ
い
て
の
記
録
が
出
て
こ
な
い
。
天
保
八
年
の
飢
饉
の
「
夫
食
　
　
　
一

御
拝
借
奉
願
候
書
付
」
に
も
、

　
「
…
其
み
ぎ
り
よ
り
極
難
の
小
前
（
百
姓
）
共
夫
食
一
切
こ
れ
な

　
く
　
葛
（
く
ず
）
・
い
び
ら
其
外
草
木
の
実
葉
な
ど
取
り
集
め

　
食
用
に
つ
か
ま
つ
り
　
そ
の
日
に
て
漸
く
押
し
移
り
居
り
候
え

　
と
も
　
一
統
の
凶
作
ゆ
え
右
よ
う
の
品
も
追
い
々
取
尽
く
し

必
至
渇
命
に
お
よ
び
…
」

と
あ
る
が
、
薩
摩
芋
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
他
の
作



物
の
う
ち
七
嶋
蘭
・
櫨
・
茶
・
生
姜
・
桑
な
ど
は
記
録
の
な
か
に

散
見
す
る
が
、
薩
摩
芋
は
正
式
な
記
録
の
な
か
に
つ
い
ぞ
あ
が
る

こ
と
が
な
い
。
薩
厚
芋
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

七
嶋
蘭
な
ど
の
よ
う
な
特
産
物
や
小
物
成
（
雑
税
）
の
対
象
と
な

る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
有
益
な
作
物
を
放
棄
す
る
は
ず

が
な
い
。

　
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
、
鶴
見
村
庄
屋
伊
嶋
重
枝
が
書
い
た

「
鶴
見
七
湯
之
記
」
の
鶴
見
産
物
の
事
に
、
行
成
餅
（
甘
藷
餅
）

　
の
説
明
が
あ
る
。

「
小
麦
粉
を
水
に
て
ほ
ど
よ
く
ね
り
て
琉
球
芋
を
そ
の
ま
ま
そ
の

形
に
て
包
て
　
井
篭
に
入
れ
地
獄
に
て
蒸
す
こ
と
な
り
　
粉
の

厚
さ
一
分
五
厘
ば
か
り
に
し
て
包
み
た
る
と
こ
ろ
　
餅
の
皮
と

な
り
中
な
る
芋
よ
く
し
ま
り
て
切
り
て
器
に
盛
る
時
に
皮
と
芋

と
は
な
れ
る
こ
と
な
し
　
昧
も
又
よ
ろ
し
」

と
あ
り
、
蒸
琉
球
芋
の
項
に
も
、

「
蒸
れ
た
る
と
き
こ
れ
を
割
る
に
　
ほ
ろ
ほ
ろ
と
こ
ぼ
る
る
事
あ

　
り
　
依
て
民
俗
に
ハ
里
半
と
い
へ
り
　
こ
こ
ろ
は
栗
に
近
し
と

　
い
ふ
謂
な
る
よ
し
也
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

　
む
し
ろ
、
薩
摩
芋
は
一
般
的
な
作
物
と
な
り
、
当
然
の
食
料
と

し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
郷
土
に
お
け
る
薩
摩
芋
栽
培
が
幕
府
の
奨
励

と
と
も
に
い
ち
早
く
開
始
さ
れ
た
事
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
こ
の
史
料
（
中
石
垣
の
旧
家
の
襖
の
下
張
り
よ
り
出
た
）

は
郷
土
の
農
業
史
を
か
た
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
一

　
最
後
に
、
別
府
の
諸
村
で
薩
摩
芋
栽
培
に
関
す
る
記
録
や
伝
承
　
　
7
0

が
あ
れ
ば
、
赤
米
同
様
に
ぜ
ひ
拝
聴
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
一

参
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史
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